
12 

 

令 和 ７ 年 第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問 通 告 事 項 
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巻 幡 伸 一 議 員（ お の み ち 会 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 尾道の観光について  

（1） 観光入込客数は何人ですか。観光消費額はいくらですか。尾道

での印象は調査されていますか。インバウンド国別人数と滞在

日数はどうか。内外の訪問客に対して社会環境インフラは整備

されているか。滞在日数・消費額が増す対策をされているか  

（2） 歴史・伝統等、コンテンツをクローズアップさせ、ストーリー

を創ってはどうか  

 

２ 海事都市おのみちについて  

（1） 市長は今治市の「バリシップ 2025」を研修されたが、尾道に生

かせる事を感じましたか  

（2） 尾道・福山・三原市圏で、仮称「造船・海運と共にはばたく」

イベントが開催できないか  

 

３ 人口について  

（1） 尾道市の合計特殊出生率はどうか。15 歳未満の人口数はどうか。

75 歳以上の人口数はどうか  

（2） 雇用の有効求人倍率と新規求人倍率はどうか。また主な求職内

容と傾向はどの様になってどんな対策が望まれるか  

（3） 人口減少によってマンパワーが確保できなくなるとサービスが

困難になり、空き家・空き店舗が増え、地域コミュニティも低

下するが、まちづくりの計画と目標はどうか  

（4） 移住者を増やす取り組みとして、尾道移住に関心のある人へ広

告配信してアクセスをしてもらうのはどうか  

 

４ 2030 年問題について  

（1） 人口減少と急速な高齢化に対して、企業と自治体は機能維持に

どう対応されるのか  

 

５ 市内企業の海外進出について  

（1） ものづくり企業が技術で海外進出できるために、自治体のサポ

ート戦略はどうか  

 

 


